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カソリン使用禁止 
使用燃料:灯油 


















この取扱齡明霤および製示では、製 a を安錐：:ましぐおいただき、あなたや傲め人々への想軎や 
財産へ如 m を未然に防止するために、いろいろな鎗表涝赛 yt ^ ます。その表示と意味は次のようになっ 
ています。内容をよぐ瑭解し€から本文をお r みくださいか 

A W この表示を觭视して、鱗った取0級いをすると、人が死亡、重傷を負う苟能性、または火災の 

ca 母能性が想定される内容を示し nA ます, 

A ^ m この表示を類禊して、誤った取り班いをすると v 人が傷邐を漘う可鳃性や梅的損書の*！生湖 
思定される内容を示しています。 


絵表示の例 


△記导は注雇を促す内容が a & s ことを告げ系ちのです。 

図の中に具体的な注簾内容依趣〇讎&は球的な注意〉が描がれています6 


A △記 s は注躐を促す内容が a&s 
図の中に具体的な注簾内容(友8 

® ( S > 記毎は禁止の行薄である2と 
図の中や近俦に具体的な禁止内; 

C oes は行為を指示する内容を 
図の中に興体的な指 m 内容(左 I 
が描かれています。 


を飾ず&ち®です。 

容(左逸め着合はガソリン鐄止)が播かれています〇 


〇記居は行為を指示する内容を宙げるちのです。 

図の中に興体的な指示内容（左図の爆含は彎源プラグをコン t ントから抜いてください） 
が描かれています。 



告 (WARNING) 


籲ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくださ tv 
火災の原因になります。 


•煙突外れ危険 

煙突が 外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが室内にもれて、危険です， 


•煙突閉そく危険 

煙突がつまつたり、ふさがれたままで使甩しないでください。 
閉そくしていると運転中に辨ガスが室内にちれで、危険です, 


棚の乾燥釀 

衣類などの乾嫌には使用しないでください。 

衣類;下して火がつき、火災の原因になります《 


•スプレー宙餱禁 

スプレー缶やカセツトこんろ用ボンベなどを、スト_ブの上や前に放 
置しないでください。蘸で伍の圧力が上がり、耀発し、危険です。 


•低温やけどに注意 

畏時藺皮_の颺じ嫌所に艙れないでください。 

比較的低い asr も低温やけどや脱水症状の原因とな〇ます。 
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1 •特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 



意 (CAUTION) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 

火災が発生するおそれ;あります。珥燃物との離隔距離については 
標準据え付け図例 （30 ページ）を参照してください。 


•給油時消火 

給油は、必す消火してからおこなってください。 
火災のおそれがあります。 


•油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管_接合部および機器などからの灯油漏れがな 
いことを確認の上ご使用ください。灯油か is れ r いると火災のおそれ 
があります。 



<漏れを 
v 睹認 


ゴム製送油管 



❶ 


❿異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは使用しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 

•高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高湿部、煙突、枠上部に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあ〇ます。 


•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください a 

振動や接触によつ r やかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれがあります。 


■分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、 
やけどのおそれがあります。機器の上に花びんや水を入れたものなどを 
置かないでください。水か<かかると漏鬵や故障のおそれがあります。 

•改造使用の禁止 

改造して使用しないでください a 

また、ストーブや煙突には床暖房用の熱交換器などを取り付けないでくだ 
さい。 

火災や排ガスが室内にちれる原因となり危険です。 


#換気扇使用禁止 

ストーブを使用している同室内で換気扇を使用しないでください。立 
消えして爆発燃焼するおそれがあります。 

また、換気 a ■給気□は常に確保し、物などでふさがないでください。 
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1 .特に注慝していただきたいこと(安全のために必ずお go ください) 


__ △ 注意 (CAUTION) 

•ドラフトレギュレータの取り付け 


煙突の引き（ドラフト）が通いと燃焼不良;^生します。次の磨突® 
■の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売 SDR -1) を取り 
付けてください。 

• 集合煙突に接搞する場合*標準寸法以上に立ち上が0が商い煽合 
• 風が強くて炎が沈むような谶合 


ドラブトレギユレータ 

3 



籲爾源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた〇、物をのせたりしないでください。 

また、霉源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください。 
火災や想鑄の原因になります。 



參霉源プラグは確実に差しこむ 

鬵源プラグはコンせントに檷元まで確実に*しこんでぐださい P 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。火災の原因 

になります。ぬれた手での抜き差しはしないでください。«彎の朦因になります。 

•長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期鬮使用しないとき又は保镛するときは、必す彎源プラグをコンセント 
から抜いてください。火災や予想しない*故の睡因となります。 

•電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び逸儒物を陈去してください。 

ほこりがたまると邐気などで絶緣不良になり火災の原因にな〇ます。_ _ 

_灯油の保管 

灯油は、火気、雨水、ごみ、离温および菌射日光を酿けた雄所に保傭して 
ください。ガソリンなどといつしよに保懷しないでください。 

調つ r 使用すると颺*燃嫌や火災のおそれがあります。 


•変質灯油禁止 

変質灯油、不純灯油（汚れた灯油、水の混じっている灯油など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故峰のおそれがあ〇ます。 




癱シスターンの水位に注意 

循環水は少しすつ薷発します。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位*^定水位にあることを確 
期し、不足している*合は補充液を捕袷してください。 

上限水位以上は、入れないよ5注意してください。 

床暖パネルを接続しない塌合は、循環水は不要です。 

•カーべットのはがれに注意 

力一べットがすれたりめくれたまま使用しないでください。 

床パネルに鼴接艫れるとやけどのおそれがあります。 

•循瞩液（循環水 • 不凍液）の保管に注籯 - ~ 

幼兜の手の届かない所に保糖してください， 

方 一、 飲んだ孅合には吐かせて、医9の診断を受けて<ださい。 


•初めてお使いになるときの注意 

初めてお使いになるときは、班無塗料などが焼き付くまで煙と*いが出ま 
す。しばら<0閫、窓をあけて部醒の換気をおこなってください。 

また、小雇や小動物などに影 I ■する塌合が考えられますので、この讎は部 
屋に入れないでください。 








1 •符 k 汪葸し C いににさにいここ〖女王の7このに必9わ寸リ s/ceuv 


r お願い （ NOTICE) ' 

#機器を廃棄するときの注意 

•灯油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の灯油を 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売 

抜きとってください。 （21 ページ） 

店にご相談ください4 

灯油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 
ぬ事故になるおそれがあります。 

V — — 

) 


2 •使用する場所 


ーブを安全に使用するためには、場所の選定か+大切です。 



安全に使用するために 


】 


►マントルピースなどには据え付けないでください。 


•標高が1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 


効果的に使用するために 




•冷気の入ってくる方向、例えば怒側などに置くと、冷気がストーブ 
で暖められて対流しますので、効果的です。 



•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を心力<けましよう。 



_ストーブの前は、反射根からのふく射熱がでますので、床暖バネルとの距離を考廉してください。 
參温水配管の長さができるだけ短くなるような位蠢にストーブを設置してください。 











スケルトン- 

燃焼リング(内部) 
シスターン 


点火 ヒー タ^ --- 

ポットサーミスタ(内部） 

点火ネツト（内部）- 


ン『嫌繼す J 


—霉磁ボンブ 

対赝自動消火装靄 
(内部) 


定油面器 


ノズル(内部) 
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床温調節ポタンで設定した床温を表示し 
ます。 

床暖房運転時に点灯します。 

左から3個目のランプが点灯したときは 
適温設定になります。 




通常は現在時刻を表示します。 
タイマー運転時はタイマー "fe ツト 
時刻を表示します。 




室温設定ボタンで設定した室溫を 
デジタル表示します。 

スト_ブにトラブルが発生すると、 
トラブルの状態が記号表示（モニ 
ターサイン）されます。 



サボートヒータ運転 
中は点灯します。 
サボートヒータ運転 
停止中は消灯します。 




• タイマー運転中は点灯します。 
•タイマー運転停止中は消灯し 
ます。 


せーブ運転中は点灯し、解除 
すると消灯します。 

室温設定を KTC (F 点設定） 
にすると自動的にセーブ運転 
になり点灯します。 


押す（愚）と運転（点火） 
します。 

もう一度押す （ 1 ) と消火 
します。 

























オープンポケツト内操作部の名称と働き 


オープンポケットの两 H 

付ープンポケットを鞋く押しこむと、ゆっくり出てきます。操作後輕く押しもどすとロックして止まります。 


_操作音について 

參嫌作ポタンを押すとピッと音がします。 


:独：王 


r 時計合せ j …瓚在時箱を合わせる 
ときに r 時針合せ j 位霪にします。 

「タイマー•，•タイマー 1 z ツト 
時刻を®わせるとぎ「ダイマー合 
せ』位»こします。 
r 通常』…現在時8やタイマ ー t ッ 
卜時箱を合わせ t ら、灞*使用中は、 
r 通* i に必ずもどし t : ください。 



火力靄節つまみを r 微少」か 
ら r 大 j の間で動かし火力を 
U ニアに手動 B 節します。 
火力》節つまみを〖自動 J に 
合わせ* とルームサーモによ 
る自 ffi 通転（室遍 K 定ボタン 
で整 a を k 定）がで s ます。 



臞鬪 _M 翻 I 

■■miMmiBn 


「入」にすると遍転します。 
r 切 j にすると爆止します。 


サポ-"トヒータは■気ヒータです。 

春先や秋□など少し肌寒いと•じるくらい 
の季節にストーブ在*転しないで床*房邏 
転ができます。 

ス トープ床暖房+ サボートヒータ で床曙 BS 
能力をアップ CS ます。 


時刻 CO f 時 j を合わせる 
と S に使います。 


時刻の「分 j を S わせるとさに使 
います。 

時計■節スイッチの位置により、 

1 S の押しの進み方が異なります。 
r 時計合せ〗•••1分すつ8わ〇ま 
す。 

「タイマー合せ J …5分ずつ変わ 


火力 ■節つ*みを r 自動 j にするとルー 
ムサーモによる 塞* 設定〔29〜 15_ C 、 
101 C (F 点 期 足）〕がでぎます c 
r 裏め』… 級定溫度を1でずつ上昇 
「低め」… 度を ir ずつ 低下 


1 a 押すとセー:^室湿**定»«よ 
〇—定還 Kt » すると消火し、一定*度低 
下すると自動的に点火動作に入ります。 
再度抻すと、せ一:^■転は解除されます。 


タイマー運« 

邏転スイツチ(または、サポートヒータスイッチ）を r 入 j にし、タイマーセット 
ボタンを押すことにより、タイマー*示が点灯、時 a 表示にタイマーセット詩刻が 
纗緬して衷示 S れ、タイマー編始されます。 

(タイマー*示; y 点灯しなければタイマー5■転は聞始されません。） 

>せット時 a になると、タイマー表示が消灯し現在時 a が表示されて自動的に鼉転が 
開始されます 。 

タイ丁—邏転の解!^ 

タイマー邐転中にもう一*、タイマーセットボタンを押すとタイマー通転が_除さ 
れます0 
















































燃料は必ず灯油 （ JIS 1 号灯油）を使用してください。 

• 仏_告|ガソリンなど揮発性の高い油は、火災の原因になりますので絶対に使用し 
ないでください。 

•0^ 主胃変質灯油、汚れた灯油、水の混じっている灯油などは、絶対に使用しない 
でください。 

參0\注®灯油は、必す火気 • 雨水•ごみ ♦ 高温及び、直射日光を避けた場所に保管 
してください。 


(B 


給油 


■給油の際の手順と注懑 

* •送油バルブを閉じて給油□ふたをはずし市販の給油器具で灯油を給油してください。 

/ ^ 油鬣計の針が r 満 j をさしたら給油をやめてください。 

^ ] [\ •給油□ふたを必すもとどおりに締めてください。 

給油□ふた鲁 給油の際に、水、ごみなどを入れないよう特に注意してください。 

油邐計-*^^送油バルブ 
水ゲージ 


-水抜きバルブ 


油タンウノ 


■給油□ぶたは、確実に締めてください。 
■こぼれた灯油はよくぶきとってください。 
■燃料切れの注懑と空気抜苦の方法 


油タンクを空にしないように注意し r ください。 

油タンクをいったん空にしますと、送油経路内に空気がたまり、正常に送油ができなくなることがあります。このよう 
な塌合には次の順序で空気抜きをしてください。 

厂 —一 1. 油タンクに袷油します。 

/夢 2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはずします。 

~ ^3. ゴム製送油管から油が連続し r 流れ出ることを確かめてからゴム製送油管をもとど 
おりにストーブに取り付けます。（油がこぼれないように容器を用意してください J 










■送油経路の油ちれの確明 

镛油タンクや送油簷の接合部などから油もれがないかどうか確•してください。 


■電気配鐮の確 ■ 

• 注 Ml 爾臞プラグをコン is ントに g の根元ま g 確実に夔しこ知でください。 

•罨濂 コードが爆突などの裹溫部にぶれるおそれのないことを磯《してください。 



■接地(アース)の確 B 

着工攀税明書にしたがい、接地（アース〉がとられているかどうか雄思してください。 


■点火の要領と注蠢 
床暖切福スイッチのセット I 

ストーブ雄独で通転する塌合は r ストーブ雄独」に、ストーブ床囔房邏転をおこなう場合は r ストーブ床喔房 j に、床 
暖切換スイッチをセツトしてください。床暖切嫌スイッチ 012 ツトは鬵転拥始前におこなつ tr < ださい。 


•ストーブ床暖房で 5 ■転する嫌合 パ籲スト"■ブ舉独で通転する纖合 


はトーブ•床暖切換 1 



主®スト_ブ®!!*®氷位 tt で、シスターンタンクの規定氷位（上 
R 水位と下，水位まで霣 * 水（コ D ナ床_«用_爾液）が入つでい 
ることを爾 B してくだ$い。循 1 WC が入〇ている屬會は黄色にな D * す， 
霤顆水は上酿以上入れ 9 いよラ注趣 br ください《 

水位が下 B 以下の _ SGt 、 床暱薦_箝補充液萑入れてくださ U 。 




_水配_0水もれの驩腰] 

籲ストーブ内部や溫水 E 篇接合部から水もれがないか確譴してください。 

籲床霸パネルの邋水配霤の途中にバルブを取り付けた》合は、必すバルブが明い r いることを確 b してください。 


mm 









■運転中に床暖切換スイッチを揉作した場合の注憲 

むやみに、ストーブ单独——ストーブ床暖房に切りかえないでください。循環水のつまりの原因になります。 

癱 國 …自動的にいったん消火して、約10分後に再点火し、ストーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとき、 f ジュー」という循環水の蒸発音が発生することがありますが異常ではありません。 

離 ^^証 ••運転はそのまま継続します。しばらくして「シュー J という循環水の蒸発音がし 
ますが異常ではあ0ません。 


5.使用方法（使い方) 


運転開始（点火) 


•オープンポケット内の火力調節つまみで「自動運転」と「手動運転〗が設定できます。 
ご希望の運転方法でご使用ください。 

@火順序) 

■ストーブ火力調節「自動運転』の塌合 



•火力調節つまみを「自動」に合わせてください。設定室溫と部屋の状況に応じ 
た火力で燃焼します。 

(ストーブ火力調節「手動運転 j (微少〜大）の場合は、火力調節つまみの設定 
火力で燃焼します。） 

癱時計合せは 15ページ 「現在時刻の調節方法 J を参照しておこなってください。 




mEB 








1* 時刻表示が現在時薄を表示していることを蘭明してください。 

2 ‘ オーブンポクツト内のサボートヒータスイツチを『入」にし r ください。 
自動的に、次ように*転します。 



ストーブ•床暖節钃 


醱灑 


11 )1 


PA 


ドータ， 


1 • 路激表示が辑在_を表示していることを_»してください。 

2. オープンボケット《め床嚷切換スイッチを f ストーブ床爾房』に合わせ 
てください。 

3. 遅転スイッチを押して「入 J にしてください。 

4. オープンポケット内のサボートヒータスイッチを r 入 j にしてください。 
自動的に、次のよ 5 C * 転（予備燃焼•本嫌嫌)します。（ストーブ火 
力》» r 手猶羅(微少〜大）の塌合は設定室*の褰示はありません。〉 



> BSS 湩と《麵の状況に筘じた 
火力になる 
• リニアダンバー作動 
• 床龌邀度鼸節の K 定床溫になる 
ように、リニアダンバ-**及びサ 
ボートヒータ出力が、自臁的に 
觸籌される 
•サホートヒータ邏転 


匯 

191113 


※予備燃焼後約 2.5 分闉、火力は中火力になります。 




































































1 . 時刻表示が現在時刻を表示していることを確認し r ください。 

2, オープンポケット内の床暖切換スイッチを f ストーブ串独 j に合わせて 
ください。 


3. 運転スイッチを押し r 「入」 にし r ください。 

自動的に、次のように運転（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ火 
力調節「手動運転』（微少〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 



※予備燃焼後約 2.5 分間、火力は中火力にな0ます。 



オープンボケット内の火力調節つまみを「自動」に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 て）が表示されますので次のよ〇に調節し r ください。 

•室溫設定ボタン「高め』を押すたびに It 上昇します。 

(上限29で> 

• 「低め』を押すたびに15でまでは1ですつ下がり、15でからはい 
きなり UTC ( F 点設定）となります。 

參1 0 8 C 設定の塌合はセーブ運転表示ランプが点灯し、 t ーブ運転と 
なります。 

^設定室温を1 5° C 以上に上げると t — ブ運転表示ランプが消え、1 
V 自動的に解除されます。 ノ 










設定床温 


低、. 


ra 〇 • 〇 〇 〇 〇) 


床皤 


特に*度設定しない場合は、自動的に快適マークの位置（設定床 a 表示 
ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

床節ポタンを押すと次のよラに床*調®でき設定床溫表示ランプち 
移動点灯します。 

•「低」 ……10 押すたびに股定温度を 6 で下げ、ランプ表示が左側 
へ移動。 

• r 裏」……1 s 押すたびに設定温度を6て上げ、ランプ表示が右側 
へ移動。 


ストーブ床暖房3■転、サポートヒータ*転、ストーブ床暖房，サポートヒータ併用*転のいすれの孀合も循顆水が h 定 
溫»になるよろに、自動的に a 度調節されます。又、設定床遢表示ランプに快遍マークがついています。快雇マークは、 
床暖パネルの力ーペット表面をほぼ33〜34て（床暖 A ネル31■の孀合）に保つ循環水温度を示します。ご參考にされ 
ると便利です/ 




X プ3111 fifl (手動調®^動運転） 


m 


ニ ニ:: +:.= 

w^m, .. . .. ；:：• . : :;c /. 、 、 •.’•. し :^^| 

W 床暖パネルの温度調節 H 


^ : ：1 


床溫調 


室湿設定による自動*転の他に、火力 a ® つまみによる手動火力*節が切能です。 

次のようにしてぐださい 

•オープンポケット内の火力調節つまみを r 微少』から r 大 j の閫の 
ご希望の位■に合わせてください 0 

表示部の S 定褰滠衷示が消え、予備燃烧が終了すると約 2.5 分闉火 
力は中火力になり、その後は火力譎節つまみの粗定火力で燃焼しま 
す0 


■炎の状鐮 

ストーブの据え付けや煙突の團係で、炎は多少変化します。 



ストーブ火力■節「自動]爾転時に、微少火力でち室通が級定室温より上再する塌合、設定里溫より約3で上孵すると 
自動的に消火し、設定室通まで下がると点火動作に入ります。これをく？)返すことによりむだな部麗のあただめ遇ぎを 
防ぎます。 


入/切 

淡 


•室溫設定ポタンにより希货の室通設定後、 t — プ薄転ポタンを押してく 
ださい。 

t 一：^■転表示ランプが点灯し、 t ーブ通転となります。 

•セーブ運転ポタンを再度押すことによ Ot —フ^■転表示ランプが消え、 
fe —:^1転解餘とな0ます。 



















運転スイッチを押し r 〖切」にしてください。 

運転ランプが消灯します。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、循瓖ポンプ（ストー:/床暖 
房運転のみ）；び停止し、時刻表示以外のすべてのランプ;^消灯します。 



サボートヒータスイツチを「切」にしてください。 

サボートヒータ運転ランプ、設定床温表示ランプが消灯し、同時に、サ 
ポートヒータ、循環ポンプ運転を停止します。 





運転スイッチ、サボートヒータスイッチを r 切 j にしてください。運転 
ランプ、サポートヒータ運転ランプが消灯し、サボートヒータが運転を 
停止します0燃焼室が冷却すると、自動的に燃焼用送風機、循環ポンプ 
が停止し、時刻表示以外のすべ r のランプカ<消* J します。 

サボートヒータスイッチの切り忘れに注意してください。 



消火後、再点火するときの注意 


•燃焼中に誤って電源プラグを抜いたり、運転スイッチを「切」にすると、再点火安全装置の働きで、ストーブが冷却 
されるまでの約2分間は再点火できません。 

ただし瞬間的な消火操作（約1秒以内）の場合は、そのまま燃焼が継続されます。 

•停電時には、必ず運転スイッチを「切」にしてください。 










1 . 才ープンポケツト内の _» 節スイツチを r 時針合せ」にします。 
はじめて®用するときや、電瀕プラグを《時隨抜いたとぎは、時劾表示 
は〇: 〇〇を表示します。 

2. 時計 a 節の rKj • r 分1ボタンを押し r 現在詩刻在合わせます。 


例：午餹6時巧分に合わせる煽合 

①「時 J ポタンを押して 11 午觭6 : 00" にします。 ②「分』ポタンを押して"午前6 15 1 •にします。 




■通転時餺の合わせ方 



1. オーフンボケツト内 CORIHB ® スイッチを r タイマー合せ〗にします。 

2, 時計調節の r 時 j • r 分 j ボタンを押してタイ笮一点火時薄を合わせま 
す。[分』は5分ごとに B 0 ます。 


例：午前6時30分に合わせる斕合 
① r 時 J ボタンを押して 11 午黼6 : OCT にします, 



時計•タイマー 


② r 分 j ボタンを押し r " 牛前6 : 3〇_にします。 



これでタイマーせット時刻が記1•されました。 





時計 • タイマー 


時計> 

通常 

(タイマ- 

合せ Q 



P 合せ 


3. 必ず時計調節スイッチを「通常』位置にもどしてください。これで時刻 
表示には現在時刻が表示されます。 


■タイマー運転方法 



タイマ 




1. 運転スイッチを押して「入」にしてください。 

(燃焼中の埸合はそのままです。) 

2. 運転するときのご希望の室温又は、火力に合わせてください。 

3. 床溫調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせてください。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマ ー t ットボタンを押してくださいン 

時刻表示にタイマーセット時刻が表示され、タイマー表示ランプが点灯 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼用送風機が10分間運転しますが異常ではありません。） 


—— 1 



1, オープンポケット内のサポートヒータスイッチを「入」にしてください。 

2. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に合わせてください。 


3. タイマ ー t ットボタンを押してください。 

時刻表示にタイマー t ット時刻が表示され、タイマー表示ランプが点灯 
し、タイマー運転に入ります。 





1. 運転スイッチとサボートヒータスイッチを「入 j にし r ください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の火力に合わせてください。 

3. 床温調節ポタンで、床暖溫度をご希望の溫度に合わせてください。 



4,タイマー t ットボタンを押してください。 

時刻表示にタイマー12ット時刻が表示され、タイマー表示ランプが点灯 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼用送風機が10分間運転しますが異常ではありません。） 


_タイマ ー t ツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマー t ツト時刻が表示され続けます。 
參運転中にタイマーセツトポタンを押すと、ストーブは自動消火し、運転を停止します。 







■タイマー邏転の解 » 



會タイマーセツトホタンを押します。 

タイマー表示ランプが消灯し、時刻表示に現在時刻が表示され、タイマー 
* 転が解除されます。 

籲このままであれば的に通転を聞始します。邏転を停止する谶合は、邏 
転スイツチ（サボートヒータ運転の«合はサボートヒータスイッチ）も 
「切 J にしてください。 


■タイマーセツト時刻 • 現在時刻0雄 B 



現在時刻の確明 


時計•タイマー 



タイマーセツト時刻の確# 


① «針明節スイッチを r 詩計合せ j 又は「タイマ 
一合せ』に合わせます。 

② 現在時 a 又は、タイマ_■&ット時刻が»刻表示 
に表示されます。 

③ 雄期!後、時計钃節スイッチは、必す「通常 j 位 
璗にちどしてください。 


モニター サインについて 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブルの状想が設定蘧滬表示に記«表示（モニターサイン）されます* 

この嫌合記号表示の内容を、ストーブ左餚面に印劚されたモニターサインー K 表、または 2 S 〜26ページ 「故雌•麇常の 
見分け方と ffi ■方法 j をご霣のうえ、必费な®瞿をしてください。 


〈モニター t 

トインー霣表〉 

モニタ■サイン 

K 洧状饊 

モニタ-サイン 

興常状鐮 

モニタ-サイン 

興 ft 状雄 

E 1 

途中浦火 

EC 

ルー ムサ ーモ 短絡 

P 5 

墨板不良 

E 2 

不着 火 

EE 

停止畤ポット興灌週贿 

F 1 

熱交サーモ作動 

H 3 

対鼷作動 

EO 

S 板瀵度翼» 

F 2 

灞湮サー S スタ断練 

E 6 

ルームサ_モ顯鐮 

P 1 

ボット予齅不定 

FC 

溻滬サー S スタ短雄 

E 7 - E 9 

停 爾 

P 2 

ポット湩度话 T 


E 8 

醍 U 火炎 

P 3 

ポット興*通熱 

EA 

r « 供 ws 機鷉灌樣出 

P 4 

不消火（港火轉爾が長い} 


使用上の注意 


籲床暖の温度調節は、足元（床蠼ノ X ネルの表画灑度）の通度羼節のため、 S 蠹全体の通度霭節ではあ0ません。 
カーべットの表商が熱くな0すぎな ( A よラ使用通度には十分注肅してください。 


循環水の凍結予防循 m 液の;ひソ 


寒冷地だけでなく、暖かい地域でも凜_予防及び颺禽予防©ために、必ず镛績液を入れ t ぐださい。 

癱循環液は必すコ□ナ床曜腾用循環液（別壳 a > をご使用ください。他の不凍液を使用した〇、灑合した〇すると縝品 
の寿命が短くなります。 

環液は3年を目安に入れかえてください。（闢封した循纖液も*む） 





使用上の注意 


本 s の「特に注意していただきたいこと（安全のために必すお守りください) J の他に、次の項目についても注意し r く 

ださい。_ __ 

像上面ガードは、地»などにより可燃物が落下したときなどに火災を防止するためのものです。やむをえす取りはす 
した塌合は、必すちとの状態に取り付けておいてください。 

#クリーニング店、美容院などの化学薬品を使うところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

• s が発生したとき、雷(誘導雷）により一時的な過電圧がかかっても、過電圧防止装置が機器を保護するしくみに 
なっていますが、大きな雷（直擊罃など）の場合は、電子部品を損傷するおそれがありますので、電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 


6.安全装置 


このストーブには次のよ〇な安全装置がついています。 

すべての安全装置は、異常が取り除かれても再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


安全装置 

原因•作動結果 

処置方法 

対 靄 自動消火装置 
(If ヨ 1 表示） 

• 強い地腰や衝擊を受けたとき 

• モニター サイン | f 3 I 表示 
• 自動的に消火 

•ストープの周辺に異常がないか確認 
し、点火操作してください。 

(対腰自動消火装置は作動後自動的 
に t ツトされます。） 

点火安全装匾 

燃焼制御装蜃 

(フレーム□ッド） 

(IF /I 表示表示) 

\ (途中消火） （不蘑火）/ 

♦点火ミスをしたとき 
♦途中失火をしたとき 
•炎が異常に小さいとき 

ひ 

• モニター サイン If M 表示または 
間 表示 
■ 自動的に消火 

• 日常の点検 • 手入れ （20 〜24ページ 

参照）をしてから点火操作をしてく 
ださい。 

♦なおも異常がある場合は、お買い求 
めの販売店にご相談ください。 

停電安全装置 

/ If フ1 表示.表示、 

(30 秒以上） p 秒以上\ 

、 （30 秒 未満ノ ， 

■停電したとさ 

•電源プラグが抜けたとき 

ひ 

• 通電後モニターサイン1 表示ま 

たは丨 E 3 I 表示 
• 自動的に消火 

1 

• [ IT ] の場合、時計などの t ツトを； 
してから、点火操作をしてください。 

• \ Ja ] の壜合、通電後点火操作をし 
てください。 

• 電源プラグを確認してください。 


mm 






装龌の名称 

原因_作動鏟果 

雉 置 方法 

再点火安全装置 

♦消火嘯後、再点火操作したとき 

•約2分阇の冷却後でないと点火勤作 
に入らない 

f •約2分鍰逼後、自動的に点火勤、 

\ 作 SIWS します。 ) 

燃焼用送風機興常 

検出装龌 
( Iffll 表示) 

• 0転数が興常に低下したとき 

〇 

•モニターサイン | t /7 |表示 
•ストーブの運転を _ 止 

♦異常低下の篇因を取り除いでから点 
火操作をしてください。 

• なおも興常がある場合はお■い求め 
の賑充店にご枏换ください。 

邋爾流防止装 嫌 
(表示部全消灯） 

•内* R 繪のシ3 % 卜によ〇孅電镰が 
流れだをき 

# 

■電流ヒューズが明れ、すべての*転 
を停止 

•お寅い求めめ飯死唐に修理を依頼し 
てぐださい • 

循環水邏昇防止装驪 

(If /I 表示) 

• 播覊水が極媸に減少したとき 
■循環水が循環しないとぎ 

〇 

•モニターサイン丨 F 1 1 表示 
♦ 自動的にストープ孿独*転に切りか 
ゎる 

♦ストーブをいったん消火して循環水 
遇昇顥因を取0除さ、点火攤怍をし 
てください。 

• な赶ち興常がある塌合はお興い求め 
の販売店にご相鞔ください。 

サボートヒータ過熱 

防止装91 

• 循環水が極雄に灕少したとき 
♦循環水が循環しないと S 

•サボートヒータへの通電奄鑤止 
(通度が下がると自動的に通電在两讕） 

•暹転をいったん停止して、日*の点 
検 • 手入れ （2 3ページ）をし r く 
ださい。 

• なおも異常がある場合はお寅い求め 
の販売店にご相 K ください。 

安全サーミスタ （S 板上:73で） 
( fFS " 表示） 

■ストーブの上面及び側®が商われて 
いるとぎ 

•ストーブの前面に釋 痛 物などが « る 
とさ 

〇 

■モニターサイン If £/| 表示 
• 自動的に消火 

_ 原因を取り除い r から点火操作をし 
てください。 

• なおも麇常がある場合はお養い求め 
の販麂 JS にご相鞔ください。 




点検、手入れのときの注意 


点検•手入れは消火後' ポットパーナが冷却してから、必ず電源プラグをコン t ントから抜いておこなつてください。 



点検、手入れの必要項目、時期、方法 


■周囲の珥燃物（使用ごと） 

• _主ストーブの周囲は、常に獲理 • 掃除し、燃えやすいものを置かないでください。 

■ほこり•汚れ（使用ごと） 

•ほこりや汚れをそのままにしておきますと、油がしみたりして危険です。 

ストーブはいつも渭潔にしてこ•使用ください。 


■油もれ • 油のたまり • 油のにじみ（使用ごと） 

•置台_油タンクに油もれ*油のたまりや油のにじみがないか、ときどき点検し r ください。 
又、給油の際にこぼれた灯油は、よくふきとつてください。 



■ゴム製送油管の点検 • 交換の目安（シ-ズン初め） 

• D 注胃ゴム製送油筐は、屋外で使用しないで<ださい。 

臛外での使用は禁止されています。 

•屋内で ゴム製 送油爸を使用しているときは、 膨潤、 収縮、変 寅、 変形、ひび割れがないか確認し、欠点のあるときは 
交換してください。 

交換の目安は、3年に一度です。 


■油タンク （シーズンの初め、適時） 

♦油タンク内は水やごみがたまりやすいものです。給油のとき、点検してください。 

油タンク内の水抜き及び掃除は、油タンク付醑の取扱説明書に従っておこなつ r ください。 


■煙突の接続部のゆるみ及びトップの周囲 (シーズンの初め、適時） 

參煙突の接続部、煙突トップのはすれがないかを点挨してください。煙突が腐食したり' 穴があいたりしていると危険 
ですので新しい物と交換してください。 

參煙突の近くには燃えやすいちのを置かないでください。 

籲煙突内は結露で生じた水滴が凍ってつまると危険です。点火時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙が出たら 
消火して、煙突内部を点検してください。 
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■定油 n 撕ス h レ，ナの擁除 <_ 

參定油画8には、 C みを除くためのストレーナがついています。 

ごみがたまると、灯油の流れを妨げて、十分な火力が出なくなります。 
次のように播賺し r ください。 



1_油タンクの送油バルブを RB じてください。 

2. ストーブの麻板を止め tTiA るねじ （5 本）をはずし、解板の下！!を引き 
上げて、前 fCSI いて取りはすしてください， 

3. 操作部を左図のよラに、 d 嫌作部の左侧を少し31き上げて、②手前にま 
わして、薄 t てください。定油面器がみえてきます。 

4. ストレーナの掃除 D に荷札などの扉紙を差しこんで、油ガイドを作0、 
その下に容器を■いてストレーナの止めねじをゆるめてはすし r くださ 

い。 

定油面器の汚れた灯油や G みが全部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出して、きれいな灯油の中ですすぎ洗いをし r くださ 
い • （水で洗ねないでください。) 




■ポッ ト パーナの 掃除（適時） 

注意1掃除は、ストーブを消火させ充分冷却してから、おこなってください。 

熱い状態でおこな〇とやけどのおそれがあります。 

參ポットバーナにすすがついて炎の形が不揃いになったときや、ポットパーナの底にすすやカスがたまりすぎて麓火が 
おそくなったときは、次のようにし r すすを取り除いてください a 



1 . 上面ガードをはすしてください。 


2. 燃焼筒/公たをはすしてください。 


3. スケルトンは中ふたに取り付いています。スケルトンをガラス円筒 
にあてないよ〇にして、取りはずしてください。 

4. 燃焼リングをフレームロツドに当てないように注意して左図の方向 
に燃焼リングをまわし、取りだしてください。 



5. 点火ヒータ、点火ネットをいためないように、ポットバーナ内部の 
すすをドライバーなどでかき落としてから、布などでふきとつてく 
ださい。 



■反射板 • ガラス円筒の掃除（通時) 



•[こづ主)^捕除は、ストーブを消火させ充分冷却してから、おこ 
なつてください。 

熱い状想でおこなうとやけどのおそれがあります。 

•反射板及びガラス円筒にほこりがたまりますと、反射効率が悪くなる 
ばかりでなく危険ですので、次の要領で通時掃除をしてほこりを取り 
除いてください。 

1. 前面ガードを右側の固定ばね <2個）からはすし左側にまわしてく 



ださい。 

2. ガラス円筒を割らないように注意して、掃除機などで内部のほこり 
をきれいに掃除してください。 

3. やわらかい布などで、反射板及びガラス円筒をきれいに拭いてくだ 
さい。 

4. 掃除が終わりましたら、もとどおりに t ツトしてください。 




点検、字ノノ;..ノ)必要冶政聘期.方法 


■ガラス円两内部の掃除 ( mm ) 

婦謙は、スト_ブ在纗火させ充分) t 却してから、25こなってください。 

熱い状*で©こな5とやけどのおそれがあります。 

鲁畏朗間の使用によりガラス円筒がすすけて炎が晃えにくくなったときは、 22ページ (■ボットパーナの掃稼 i の項に 
したがい、スケルトンをはすしてガラス円筒を拥除してください。 



■点火ヒータ • 点火ネット • ノズ点捵（シ-ズンの初め） 

籲点火ヒータや点火ネットにすすが付着しますと、亦熱が低下した〇、油のひろがりが悪くなり、藤火不良の醱因にな 
ります。 

癱ノズ J レの先嬙にすすが付着しますと、颺常燃焼になったり、 * 火不良や消火時閫が長くなる R 因になります。 
シーズン初めには、必す点検してください。 

点火ヒータ、点火ネット、ノスリレの点検•交換は®損のないように注慧しておこなラ必要がありますので、必すお貨 
い求めの販壳店に依領してください。 

■フレーム(□ッド（燃鏞觸御装置）の点検 (*») 

•フレーム□ッドの先姍にすすが付着したり、フレーム□ッドが変形すると、誤作動の原因になります。 

すすの付艚やフレーム□ツドの変形がある《合は、必ずお■い求めの販売店に点検•交換を依頼してください。 


■循環水の補給(雇時〉 


シスターンタンク肉の水は、少しずつ薰発しますのときど奔し 



■滬水配管の水もれ確 B (通時） 

•ストーブ内都や溫水配®接嫌部分から水もれがないことを確 R して:ください。 
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■燃焼用送風機フアンフイルタの掃除（適時） 

聲ファVフィルタがごみやほこりで目づまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でストーブ裏面のフアンフ 


ィルタの掃除をおこなつてください。 



1 . 左図の矢印のようにフアンフィルタに力を加えながら引き出し、 
ら取りはずしてください。 

2. ブラシなどでフィルタのほこりを取り除いてください。 

3. 掃除が終わりましたら、もとどおりに取り付けて<ださい。 


ストーブ裏面か 


■燃焼用送風機の捕除 (年1回以上〉 

參燃焼用送風機ファンにごみやほこりがたまると、送風力が弱くなり燃焼が悪くなつたり、音が大きくなつてくること 
があります。このよ〇なときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いてください。 



ストーブ後側のファンカバーと風屋制限板をはずし、ブラシなどで静か 
にほこりを取り除いてください。 

_湳掃が終わりましたら、もとどおりに取り付けてください。 



■地臛などの災害が発生したときの点検について 

參地》などの災害が発生し、ストーブに振動や衝撃が加わったときは、運転前に必す次の点検をおこなってください。 
•煙突まわりのはすれ、もれの確認 
* 灯油配管からのもれの確認 

点検で異常*)ヾ見つかった塌合は、お買い求めの販売店に修理を依頼してください。 


9.定期点検 


長期間こ•使用になりますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買いあげ店又は、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 （TEL 
03- 3499-2928) でおこなう技術苞理講習会修了者（石油機器技術営理士）など〕のいる店などに点検依頼されることをお 
すすめします。 
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■次のよろな現象は故嫌ではありません。 

♦修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

火 

時 

m 

火 

時 

初めて使用するとき、熳やにおいがでる。 

耐熱塞料やぼこりが供けるためです & 

しばらく«をあけて換気をしてください • 

すぐに点火しない。 

予熱点火方式のため予熱時《が 2 分程度曲«です。 

(予熱時晒は里*により多少変化します。〉 

燃焼两始時や消火後に [ ビチビチ j という音がする。 

本体内部が熱により膨張、收總するためです。 

点火時にボンと音がする。 

点火する t 者に発生する着火音で、興»ではあひません。 


使用中に興常がありましたら、次表により原因を調べ r 进靈をしてください。 

_原因のわからないときや、処置のむずかしいときは、»貢い求めの販売店、またはお近くのコロナお*檨ご相賧 




































燃焼時•その他 











■部 a 交纔のときの注賺 

ESH 不宪金な修理、調整は危険ですので、 » a の交拠、調轚 が必饔 の塌合には、お靄い求 
めの販売店又は、修理資格奮〔(財)日本石油艚鐮 ihs 保守籣会でおこなラ技術 篇理 _a 金修了 
養 (石油機器技術镰瑙土）など〕のいる販売店に c 相談ください。 


部&交換は = id ナ niE 部品と c 指定く ださい。 



12 .保管 (長期間使用しない場合) 


設霪したままで保管される場合やしまわれるときは、日常 CD 点検•手入れの項を参照し、次の 
要領で保管してください。 

■手入れのしかた 

1, IA 注趣 wi プラグを必すコンせントから抜い r< ださい。 

2. 油タンクの灯油は、すっかり出してください。中に水分やごみが残ったままにしておきますと、油タンクが腐食す 
る原因になります。 

3_定油面器のストレーナをはすし r 、 水分やごみを除き、定油葡》の中の灯油を抜いてください， 

4. フアンフイルタのごみやほこりを取り除いてください。 

5. 前板をはすして、掃除機などで内部のほこりを取り除 ( AZ ： くださ〇。 

6. 塗装部分は、涵った布で汚れを*としてから、からぶきしてください • 

7_燃焼室のサビなどがある所をペーバーで磨き r 捕修用®鱷料〗（別売 S ) で螯装してください。 


■保*方法 

1. きれいになつたら、乾嫌した煽所に檐 a しにし s いで恭しまいくださ u 。 

2 . 床曝の配藿を接縯したままで保管する煽合は、太隈水位まで禰縮して:おいてください。 

3. ストーブ内の循顆水を抜いて保管する遢合は、エアー抜きバルブを廳ておき、エアー班きバルブ IB 糖内も乾燥さ 
せ r ください。 

4. 「取扱脱明霧』_「工事联明書」は、大切に保憧し r ください P 








仕様 


: ゞ 巧:裁せ谓 


圈 




__ 
一 Emm 



循環水轚1801 _/h 
循環水屋 100 L/h 


- 





圓 


;:應丄 


1^：' ； * 一一 .へ ^ _ 本翌 翌^^ g ^ 

備考）.標準適室は、社団法人.日本ガス石油機器工業会の篇定基準によります。 


ポット式，屋内用.強制通気形.自然対流 形 • 床暖房用 

— 電気点火式 ___ 

灯油 （JIS1 号灯油〉 __ 

—一 1 ‘02し /h _____ 

0.22L/h _ 

" 1.005 L/h _ 

一〜 0.198 L/h _ 

37,780 kj/h 熱効率80パ％ _ 

' 8,150kJ/h 熱効率81.9% _ 

： — 37,230 kJ/h 熱効率69.0% 

— 7 , 330 kJ/h 熱効率67.0% _ 

_ 8.41kW 循環水屋180し /h 

~ ~^ ^1.86kW 循環水 ■100L，h 

— 7.14kW 

^ 1.36kW 

^ 最大燃焼時2.091 <W 循環水轚1801 _/h _ 

~ 0.500 kW 循環水轚 100L/h 

~ — 81.9% (床暧房運転目盛微少のとき）_ 

— ~ 67.0% (ストーブ単独運転目盛微少のとき） _ . 

乐1 36.5rrt (22 蜃）コンクリート 49.5nf (30 晷）__ 

~ 木 (22 晷）コンクリート 58.0 nt (35M) _ 

一；造29.51 rf (18M) コンクリート 41.5rrf (25-) _ 

—31.5 rrf 09震）コンクリート 49.5rrf (30 置） 

_ _ 2L (器具内蔵シスターン上限水位時〉 

シスターン大気開放 _ _ 

高さ615_幅 748nim 奥行 368mm (置台を含む） 

33kg — _ 

100V 50HZ/60HZ 

点火時 360/360W • 最大燃焼時 36/43W _ 

~^…点火時 340/340 W . 最大燃焼時 13/13W _ 

最大運転時 625/625W _ 

_ — 4.5〜19.5nf <3置〜12置）（最大燃焼時） 

4.5mf (3 豐） ^ 

外柽¢8圆ニツプル 


1 106111 m (3 寸5分） 


¢ 110 _ 

_ _ 330で以下 

_ 480て以下 

5 A •10 A 

▲ 対罾自 — 肖火^置_点火安全装置 • 燃焼制御装置|停 電安全装置 
再点火安全装置.循環水過昇防止装置 • 燃焼用送圃機異常検出装置 
サボートヒータ過熱防止装置 • 過電流防止装置_安全サーミスタ 
置台1個‘ ノ\ックチューブ 2:5 m ■ ホースバンド2個 • 遮熱板1個 • 
本体固定金具2個（ねじ2個） ♦ ゴム製送油管締付ノくンド2個 


■ 


























14 .アフターサービス 



■修理を依頼されると*について 


保証につい r 


□□□□□□ 

iffea 1 — 







据え付けや移動工事は販売店または' 据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据え付け例 


据え付けについては、火災予防条例、 電気 設備に関する技術基準など法令の基準があります。工事説明 靨 （工事 編） の 
「特に注意していただきたいこと（安全のために必ずお守りくださいをお読みになり、販売店又は据え付け業者とよ 
くご相談してください。また、「標準捱え付け例 J については、下図を参照してください。 


標準据え付け例 


トツプ 



可燃物 



f 煙突の先端から水平距離1 m 以内に建物の軒がある場合は、そ 
の軒から 60 cm 以上高くすること。 

煙突の先媸から1 m 以内に建物の開□部(窓）がないこと。 



(備考） 

1 . A • B 寸法は、 20 cm 以上、 15 cm 以上 
と示していますが、煙突と可燃物との距 
離 （45 cm 以上）でも規制されます。 
可燃物との距離が長くなるよ〇に設置し 
てください。 

2. 遮熱板を取り付けない場合は、側面との 
距離を 30 cm 以上離してください。 

籲テレビやラジオから 1 m 以上離してください。 


据え付け後の確認 


据え付けが、終わりましたら、もラー度、工事説明書（工事編）の r 特に注意していただきたいこと（安全のために必す 
お守りください) j をお読みになり' 工事説明*に記載されているとおり据え付けられているかどうかを確認してくだ 
さい0 
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K 運転は畈壳店又は据え付け雞者とごいっしょに必ずおこなってください。 

■暹転準備 

■■プラグを： J ンントに刃の橘元まで1111 C ざ1>こんでください。 
籲油 タンクに給油し、送 油 経路の空気抜きをしてください。 

♦送油経路やストーブよ〇油もれがないか確 H してくださ IV 
• E 釐途中にバルブなどがある場合には、全两(こし r くださいン 
♦安全装置をセツトしてください。 

t 定油面器リセットレバー（嬾色)を左方向に止まるまで擰してください。〕 

聲タイマー薄転になつ r いませんが。 


■循環液の給水方法 

1,給水前にエアー抜きノ XJ レブが全闋になつていることを確® 
してください。 

(ェ塌出薄酹には两いであります。） 

必す全两にし r ください。 


2. ストーブ左侧翮の水位 It で、シスターンタンクの規定水位 
(上®水位）まで循環液 （3 □ナ床暖房用循環液）を入れて 
ください。 


3. 操作»の床蟠切換スイツチを T ストーブ床颺房】にセツト 
してください。 


4. 操作部のサボートヒータスイツチを「入」にしてください。 
循覊ボンプが運転を関始します。 


5. 器具の左薄函にある往きと屏〇蔺方の溫水ジョイントのコ 
ックを「两 J にしてください。 

•2® 路 E 管の*合は、頂目5、6を1回路すつおこなつて 
ください。 


6. シスターンタンクの水位が下が？)始めますので上賬水位ま 
で循環液を給水し r ください。 

(シスターンタンクの水位が下がらなくなるまで給水を嫌 
けてください。） 











7. シスターンタンクの水位が下がらなくなつたら循環液の給水 
は終了です。 

エアー 抜きバルブを r 閉 j にしてください。 

#循環ポンプの運転音が静かになります。 

8. 溫水配管路に、水もれのないことを確認してください。 
♦運転の途中で床暖パネル等に水もれが'あつた場合は、操作 

部のサボートヒータスイッチを「切 J にして循環ポンプを 
停止させてください。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部のサボート 
ヒータ スイッチを[切 j にして循環ポンプを停止させてくだ 
さい。 



■ fl ストブ_転でぉこ紙正常に運転することを確かめてくださぃ。 





1 . 運転スイッチを押して「入」にしてください。 

參@主意 1初めてお使いになるときは、耐無塗料などが焼けて 
煙と輿いがでます。窓をあけ r 部屋の換気をしてください。 
•約 3 〜 4 分間の予備燃焼か'終わると本燃焼に切りかわります。 

2. 温水配管経路に、水もれのないことを確認してください。 



3. 異常がなければ、火力調節つまみを「微少』〜「犬 J に設 
定してくたさい。 

しばらくして床暖パネルが暖かくなることを確認してくだ 
さい。 

籲炎の状態は、胃い炎の中にいくらかの黄色い炎（赤火）が 
まじっても異常ではありません。 



4. 2回路配管 （2 部匿配管）の塌合は A 回路* B 回路のそれぞれ、温水往き□.温水戻り口が間違いなく配管されてい 
ることを確認してください。 


■消火の手順 



參運転スイッチを押して「切」にしてください。 

運転ランプ;消灯します。 

燃焼室が冷却すると自動的に燃焼用送風機、循環ポンプが停止し、時 
刻表示以外のすべてのランプが消灯します。 
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